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開催場所 倉敷市芸文館 

発表日時 平成２５年６月９日（日） 

発表内容 急性呼吸器感染症(ARIs)の原因ウイルスの一つであるヒトメタニューモ

ウイルス(HMPV)は特に小児や高齢者で重症化することがあるが、地域レ

ベルでの HMPV の分子疫学は未だに不明な点が多い。そこで、2005 年 8
月～2012 年 11 月の間に、福井県内の医療機関を受診した ARIs 患者か

ら採取された鼻咽頭拭い液 792 検体を材料とした。RT-PCR により

HMPV F 遺伝子の増幅・検出を行い、常法により HMPV に関する分子

疫学解析を行った。 
鼻咽頭拭い液を用いた RT-PCR の結果、55 検体から HMPV が検出(検

出率:6.9%)された。12 月を除く通年で検出されたが、1～6 月に多く検

出された。患者の多くは 3 歳以下の幼児であった。患者の臨床所見は喘

鳴性気管支炎(32 例)が最も多くを占めた。 
検出された 55 株の F 遺伝子について分子疫学解析を行った結果、

subgroup A2:31 株、subgroup B1:2 株および subgroup B2:22 株に分類され

た。検出株間の遺伝子相同性は高く、subgroup A2 では 95.6～100% 、
subgroup B1 では 95.6%および subgroup B2 では 97.5～100%であった。

また、F 遺伝子における positive selection site は確認されなかった。 
福井県内で調査期間中に検出された HMPV は subgroup A2 と B2 が主

体であり、これらの株は遺伝学的にそれぞれ近縁であることが示唆され

た。 

 


